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樹葉成分 の季節的変化 について

平井敬藏 ・西原典則 ・新原勝輔

Seasonal changes of some constituents in various leaves 

        Keizo Hirai,  Sukenori. Nishihara and 

             Katsusuke Shimbara

四季の移 り替 りにつれて,自 然を彩る樹葉 にも亦様 々の変化がみられる.こ の様な外観

的変化に件つて樹葉成分がいかに変化 してゆ くか と云 う事は極めて興味ある問題であるの

みならす,植 物栄養学及び肥料学的見地か らも大なる意義を有するものと考 えられる.

著者等はとの意味から,樹 葉成分,特 に水分,窒 素,灰分,燐 酸,及 び加里の毎月の変

化を観察 してみた.

1.実 験 方 法

供試樹葉は 主 と して 九 州大 学 農 学 部 構 内 に栽 植 して あ る樹 木 中 よ り26種 類 を選 ん で採

取 した.樹 種 は次 の通 りで あ る.

ア ラカ シ,ム ク,カ キ,ヒ ヒラギ,モ クセ イ,マ サ キ,タ ブ,オ ガ タ マ,ケ ウチ ク ト

ウ,ク ス,ホー,シ ラカ シ,シ イ,サ ル ス ベ リ,ア カ カ シ,ト ペ ラ,ア オ キ リ,サ ク ラ,

ヒ ノキ,ス ギ,ヒ マ ラヤ スギ,モ ミ,コーヨーサン,ク ロマ ツ,イ テ フ,ナ ギ.

この 種 の 実 験 に於いて は,試 料 の採 取 法 が 非 常 に重 大 な 影 響 を及 ぼ す こ とは 論 を侯 た な

い.従 つ て,試 料 を採 取 す る に 当つ て は出 来 得 る限 り毎 月 類 似 の條 件 にあ る と き を選 ん

だ.

この為 め,次 の諸 点 に留 意 した.

1)毎 月,採 取 す る 日 を一 定 に し,当 日が 雨 天等 の為 め採取 出 来 な い場 合 は,翌 日直 ち

に採 取 した.

2)時 刻 は午 前10時 か ら正 午 まで の 間,成 る可 く陽 の騎 つ て い る とき を選 ん だ

3)採 取 す る葉 の位 置 は,概 ね 地 上1.5メ ー トル 附 近 に限 定 した.又,枝 の尖 端 ,中位

根 元 か ら あ まね く採 取 す る様 に した.

4)ア オ キ リ,ホーの 如 く,表 面 積 の大 き な葉 で は,多 数 の葉 を細 か く切 断 して,各 葉

の 各 部 分 か ら あ まね く集 めて 採 る よ うに した.な るべ く多 数 の葉 を供 試 す る 為 めで あ る.

採 取 した樹 葉 は直 ち に秤 量'し,先 す 常 法 に よ り水分 を求 め た.次い で 全 窒 素 の 定 量 は キ

エル ダ ・一ル 氏 法 に従 つ て行 つ た.又,供 試 葉 を400。Cで 友 化 し,灰分 を定 量 し,更 ら に

これか ら,塩 入,米 田法(農 林 省農 試 臨 時報 告,昭15.3)に よ り牛 微量 法 で燐 酸 と加 里 を

測 つ た
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得たる結果 を百分率で示すと,第1表,第2表,第3表,第4表,及 び第5表 に示す様

になる.但 し次分,窒 素燐酸,及 び加里は何れ も乾燥葉中の含量百分率である.

一般に,各 威分 ともその含量は各樹種に依つて非常 に差があるもので,季 節 による変化

の型式も一様ではな く,植 物分類学上同一の科に属する樹種相互の間に於いて も一定の共

通 した変化の型式は見出されなかつた.

又,各 成分相互の聯関 も無い様 に思われる.

第1表 ・ 毎 月 の 水 分 含 量(百 分率)・
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第2表 ・ 毎月の灰分 含量(乾 燥葉に対す る百分率)・

第3表 ・ 毎 月の窒素含量(乾 燥葉 に対する百分率).



第4表 ・ 毎月の燐酸含量(乾 燥葉 に対する百分葉).
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第5表 ・ 毎 月の加里含量(乾 燥葉に対す る百分率)・
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第6表,第7表,第8表,及 び第9表 はそれぞれ,灰分,窒 素,燐 酸,及 び加里の新

葉の出た月の含量を1と した場合におけるその後の月の含量を比較指数で現わした もので

ある.

第6表 ・ 新葉 の出た 月の荻分含量を1と した場 合のその後の月の指数 ・

第7表 ・ 新葉の出た月の窒素含量を1と した場合のその後 の月の指数 ・



第8表 ・ 新葉の出た月の燐酸 含量 を1と した場合 のその後の月の指数・

第9表 。 新葉の出た 月の加里含量 を1と した場合のそ の後の月の指数 ・

以 下,こ れらの諸表に基すいて,各 成分毎に考察を加えてみたい.



1)水 分

水分の変化は各樹種 とも,比 較的類似 した変化 を辿 るようである.

即ち新葉の出た最初の月から翌月にかけてかな りその減 少が著 るしいが,,爾 後は大体 に

於いて漸減 してゆく様である.但し,モ クセイ,ヒ ヒラギ,マ サキ,ケ ウチクトウ,ク

ス,ツ ラカシ,及 び トペラに於いては,秋 季稍々 増加 して僅かにS字状 の曲線 を描い て変

化 している.

2)灰分

灰分の含量は,全 樹種を濶葉樹 と針葉樹 とに分類 して考えてみると,僅 かの例外を除い

ては,濶葉樹 の方が針葉樹 より,常 に著るしく多いことが窺える.そ の毎月の平均 値を示

すと次表の如 くである.

又,常 緑樹 と落葉樹とに分類してみるとマサキ,ト ペラを除い ては,一 般に落葉樹の方

が高い値を示 している.

次に毎 月の灰分 の含量の変化 を第6表 か ら考 察すると,大 体に於いて灰分 の変化の型

は,家 の四つに分けることが禺来るようである。

A)最 初の新葉の月か ら季節 とともに増加 してゆ くもの.

ムク,カ キ,タ ブ,ボ ー,サ ルスペ リ,ア オキリ,イ テフ,ヒ ノキ,ア ラカシ,マ サキ.

B)新 葉の月から2～3ヶ月 口に一時減少して爾後漸増 してゆくもの.

ヒマラヤスギ,モ ミ,コーヨーサン.

C)夏 から秋にかけて,や や増加するもの.

オガタマ,シ ラカシ,ア カカシ,ト ペラ,サ クラ,ナ ギ,ス ギ、

D)全 時期を通 じて殆んど変化の無いもの.

ヒヒラギ,ク ロマツ,モ クセイ,ケ ウチクトウ,シ イ.

以上の中,顯 著な傾著な傾向として,落 葉樹が殆んどA項 に属することが指摘 される.

これは落葉樹は短かい一生の間に充分成熟を完了しなければならす,常 緑樹のように旧葉

の機能に依つて新葉の作用を補 うと去 う事が出来ない為めであろうか.

3)窒 素

窒素の含量 も落葉樹は常緑樹に比べて著るしく多い様である・殊にムクの如きは毎月最

高の窒素含量を示 している。



次 に毎 月の 窒 素 含量 の変 化 を第7表 か ら考 察 してみ る。 一 般 に新 葉 の 月か ら翌 月に か け

て,窒 素 の 含 量 は著 る し く減 少 す るが,そ れ以 後 の窒 素 含 量 の変 化 の 型 は 大 体,次 の 三 つ

に分 け られ る様 で あ る.

A)新 葉 の 月 か ら翌 月に か け て激 減 し,爾 後 大 体 に於いて 漸 減 して ゆ くもの.

マサ キ,ケ ウ チ ク トウ,ク ス,シ イ,ト ペ ラ,モ ミ,ム ク,カ キ,ボ ー,サ ク ラ.

B)新 葉 の 月か ら翌 月 にか けて 激 減 し,爾 後 増減 の 殆 ん ど無い もの.

ア ラカ シ,モ ク セ イ,オ ガ タ マ,ア カカ シ,コ ー ヨー サ ン,ナ ギ,サ ル ス ベ リ,ア オ キ

リ,イ テ フ.

℃)秋 季 に一 時 梢 々増 加 す るが,後 再 び漸 減 す る もの.

タ ブ,シ ラ カシ,ヒ ノキ,七 マ ラヤ スギ,ク ロマ ツ,ヒ ヒ ラ ギ.

4)燐 酸

燐 酸 の 含 量 は,こ れ を濶葉樹 と針 葉 樹,或 い は 常緑 樹 と落 葉 樹 に分 類 して み て も,一 定

の 傾 向 は 見 出 し難い

燐 酸 の含 量 の 変 化 は,窒 素 の 場 合 と同様 に 新 葉 の 月か ら翌 月 にか けて 著 る し く減 少 す

る.是 の 変 化 の型 式 は大 体 次 の三 つ の型 に分 れ る よ うで あ る.

A)新 葉 の 月か ら翌 月 にか けて 激 減 し,爾 後 殆 ん ど変 化 しな いか,又 は極 め て僅 か に

漸減して ゆ くもの.

ア ラ1カシ,シ ラ カ シ,ア カ カシ,ヒ ヒ ラギ,オ ガ タ マ,ク ス,モ ク セ イ,ム ク,カ キ

アオ キ リ,ケ ウ チ ク トゥ,シ イ.

B)秋 季 前 後 に 一時稍々 増 加 し,後 再 び漸 減 す る もの.

マ サキ,ホー,ナ ギ,ス ギ,ヒ マ ラヤ スギ,モ ミ,コ ー ヨーサ ン,ヒ ノキ,クロ マ ツ.

C)落 葉 前 に増 加 す る もの

トペ ラ,サ ル ス ペ リ,サ ク ラ,イ テ フ,タ ブ.

5)加 里

加 里含 量 の 変 化 は,上 記 の荻 分,窒 素,燐 酸 の 変 化 に比 べ る と,一層不 規 則 な様 で あ

る.加 里 含量 の 変化 に は大 体 次 の三 つ の 型 が あ る様 で あ る。

A)新 葉 の 月か ら2～3ヶ月 月 に激 減 し爾 後 殆 ん ど変 化 無 きか,或 い は極 め て 僅 か に

漸 減 す る もの.

モ ク セイ,ボ ー,サ ル スペ リ,イ テ フ,ナ ギ,ヒ マ ラヤ スギ,モ ミ,コ ー・ヨー サ ン,

ア ラカ シ,ム ク航 タ ブ,ア カ カ シ,ス ギ.

B)新 葉 の 月か ら2～3ヶ月 目が 逆 に増 加 し,爾 後 漸 減 す る もの.

マ サ キ, 、トペ ラ・

C)薪 葉 の 月 か ら2～3ヶ月 の 増 減 が 無 く,初 めか ら漸 減 の 経 過 を辿 る もの.

カキ,ヒ ヒ ラギ,オ ガ タ マ,シ ラカ シ,ア オ キ リ,ヒ ノキ,ク ロマ ツ.



尚,ケ ウチクトウ,ク ス,サ クラ,及 びシイの加里含量は,そ れぞれ極めて不規則な変

化を為す様であつて,上 記の三つの型のいすれにも属さない ようである。

III.総 括

1)26種 の樹木に対いて各 女の樹葉中の水分,荻 分,窒 素,燐 酸,及 び加里の毎 月の

含量を調ぺた.

2)一 般に,全 樹種 に就い ての一定の変化型式は認められなかつた・

3)但 し,瀾 葉樹と針葉樹の間に於い ては,荻 分含 量,常 緑樹 と落葉樹の間に於いて

は,次 分,及 び窒素の含量に著るしい差があるのを認めた.

4)落 葉樹の灰分含量の変化のみは共通 した一定の型式がある様 に思 われる.即 ち,新

葉の月から落葉する迄,何 れ も顯著に増加してい る.

5)各 成分相互の間の相関々係 も特別には無い様 に思われる.

6)然 し各成分とも,そ の変化の型 を,3～4の 型に分類する事は出来る.

この報告は文部省科学研究費によつて行つたので改めてここに謝意 を表 したい.

 Resume 

   Leaves of 26 kinds of trees collected monthly are analysed to 
know the seasonal changes of constituents (H20, and, N, P205, K20) in 
it. Results are as follows : 

   1) Generally, we could not find the particular type of change in 
every kinds of trees. 

   2) However, the remarkable difference of contents of ash and N 

between evergreen trees and deciduous trees ; and of ash between 

broad-leafed trees and needle-leafed trees. 
. 3) Contents of ash in the deciduous trees are increased with the 

maturing of leaves. 
   4) We could not see the inter-relations of each constituents, but 

can classify the type of change in each constituents in 3 or 4 types.


